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廃屋の日式建築を
リノベーションしたカフェ
2020年、ガジュマルの巨木の木陰に、瓦屋根と南京下見板
が映える木造建築のおしゃれなカフェがオープンしました。
1935年頃に建てられた宿舎（公務員住宅）を修理して再生
したリノベーション建築のひとつです。日本統治時代に、日
本人が関与して建設された建物のことを「日式建築」と呼び
ます。この宿舎も1935（昭和10）年頃に建てられた日式建築
で、近くに開設された結核療養所（サナトリウム）の所長の家
として建てられたものでした。廃虚のように荒れ果てていま
したが、台北市が文化財として保存することを決定、2018
年から全面的な修理がスタートしました。外観は当初の姿
に復原され、内部はレストラン「靜心苑」として人気のスポッ
トになっています。

学 び の ポ イ ン ト

まず外観から。修復された屋根は日本らしい和瓦葺き。形は寄棟と切
妻をミックスした形状です。ボディの部分は板が横向きに何段にも重
ねて張ってあります。これは南京下見板と呼ばれ、洋館によく見られる
デザインで、雨が建物内に入らないように工夫したものです。玄関の
両脇にはギリシア風の八角柱が並び、基壇とともに格式の高さを表し
ます。可愛らしい丸窓や六角窓、そして出窓が、外観をチャーミングに
彩っています。洋風の外観に対して、内部には床の間を備えた畳の和
室がありました（現在は板張りのレストランに改装）。古い建物の魅力
をできるだけ残しつつ、清潔で快適な空間につくり替え、台湾の薬膳
料理などヘルシーなランチを楽しめる空間になりました。

建物の特徴は？

2.
この建物は官営の施設として使われてきたので来歴を示す書類が残っ
ていたようです。でも、物的な証拠があるとその年代特定は確実にな
ります。実は私が2016年に屋根裏に上って調査をしたところ、「上棟
式　昭和拾年（1935年）拾貮月貮日」と墨書された棒を見つけました。
５cm角で長さ3.8mの幣串と呼ばれる祭事の道具で、柱や梁を組み
上げる日である「上棟」の日がこれで確定されました。竣工はおそらく
翌年であったことでしょう。このように、幣串や棟札（ホームベース 形
の板に年月日や大工の名前などを墨書したもの）を屋根裏に「隠してお
く」ケースがあり、それは火事や台風などから家を守ってほしいという
祈りを込めた証でもあるのです。

どうして建てた年がわかるの？
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